
【　参 考　】
「宮崎海岸の侵食対策」とは？

お問合せ先

～頑張り屋のお母さんガメが、埋設護岸を登り切って産卵！～

　３つの柱からなるプロジェクトです。これまでに失われた宮崎海岸（宮崎港北端～
一ツ瀬川河口間）の砂浜を回復・維持するために、①養浜等を実施し、②突堤を整備
します。また、砂丘が海岸に面しているため急激な侵食の危険性がある区域（大炊田
海岸の一部、住吉海岸の一部）においては、浜崖頂部高の低下を防ぐために、③埋設
護岸を整備します。

　今年３月に整備が完了した大炊田海岸（場所：宮崎市佐土原町下田島地先）の埋設
護岸において、５月２１日にアカウミガメが産卵していたことが、特定非営利活動法
人宮崎野生動物研究会の現地調査で確認されました。近隣の石崎浜では、５月１６日
に今年初めてのアカウミガメの上陸が確認されており、本格的な産卵シーズンに入り
ました。

　一方で、サンドパックが露出していたり、埋設されていても養浜の勾配が急であっ
たりするために、アカウミガメが登れない箇所があります。また、自然の砂浜と比較
してサンドパック裏の養浜が固いことから、産卵の際の穴掘りに苦労している可能性
もあります。

　宮崎河川国道事務所では、アカウミガメの上陸及び産卵状況を注視し、必要に応じ
て追加の養浜等を行うなどして、引き続き、環境・景観・利用に配慮した「宮崎海岸
の侵食対策」を進め、海岸背後地の安全・安心の確保に努めてまいります。
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【現地状況写真】埋設護岸（サンドパック工法）へのアカウミガメの産卵（平成２６年５月２２日撮影）
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